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今号は、平成３０年度に卒業した山王丸留菜さんです。３つの事業所（生活介護）を 

利用しながら、自宅で生活しています。今回は、留菜さんのお母さんにお話を伺いました。 

 

 

 事業所 時間 送迎 入浴 

月 医療療育センター 「よつ葉」 ９：３０～１５：３０ 母 ○ 

火 「聖和」 ９：４５～１５：４５ ○  

水 
「ウェルビューいずみ 

共生デイサービスセンター」 
９：００～１６：３０ ○ ○ 

木 
「ウェルビューいずみ 

共生デイサービスセンター」 
９：００～１６：３０ ○ ○ 

金 「聖和」 ９：００～１５：３０ ○ ○ 

土 「聖和」 ９：００～１５：３０ ○※ ○ 

※利用者の人数によって時間は変動するそうです。 
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裏面は学部毎に内容が異なります。ご希望があれば差し上げますので、担任にお伝えください。また、学校

のホームページと、玄関前の掲示版でも見ることができます。 

【各学部掲載記事】 

小学部：卒業生の進路先について  中学部：高等部卒業後の進路②Ⅱ～生活介護施設での生活（入所型） 

高等部：進路や卒業後の事業所の情報について  

【共通記事】同窓会総会・成人を祝う会について 

 

進路だより 
 

秋田県立秋田きらり支援学校 

第３号 

令和元年１０月４日発行 

第１号から引き続き、本校卒業生から、在学中に学んで良かったこと、

もっとやっておけばよかったと思っていること等、インタビューした

内容を掲載しています。進路について、ご家族で考えるきっかけにし

ていただけたらと思います。 

１| ３つの事業所を利用して、良かったところ、大変なところは？ 

 良かったところ→いろいろな人と関わることができます。 

 大変なところ→事業所によって、送迎時間や持ち物が違います。リズムの違いから疲れが見られる

こともあります。持ち物は場所によってかばんを変えて対応していますが、慣れる

のが大変です。 

２| 学校で学んで良かったこと、やっておけばよかったことは？ 

 良かったこと→事業所では、毎日継続して何かに取り組むという機会が減ったので、学校で朝の当

番など、見通しをもって毎日繰り返し学習に取り組めたことがよかったです。 

        現在はウォーカーに乗る機会がなくなり、体重が増加してきているので、体育や 

ウォーカーでの歩行で、たくさん体を動かしたことがよかったです。 

 やっておけばよかったこと→在学中にもっといろいろな事業所を見学しておけばよかったです。 

              事業所の方に、顔を知ってもらうことも大切だと思いました。 

３| 進路を決めるときに、大事にしたことは？ 

 発作があるので、ゆったり過ごせて、自宅から近いところが良いと考えました。また、送迎や入浴

サービスが利用できるかということもポイントになりました。 

 子どもに合った事業所を見付けられるように、在学中にいろいろな事業所を見学し、情報を集めて

いくと良いと思います。 

 （文責：池田和） 



             

                         

  

                  

 

                                        

 

 

卒業年度 就職 進学 
就労継続支援 

Ａ型・Ｂ型 
生活介護 

施設入所 

療養介護（入院） 

H22~24 １ ４ ４ １４ １３ 

H25 ０ ０ ０ ３ ４ 

H26 ０ １ ２ １ ７ 

H27 ０ ０ １ ５ ３ 

H28 ０ ０ ２ ５ １ 

H29 １ １ ※６ 
うち１名は 

生活介護との併用 

３ １ 

H30 ０ ０ ０ ４ ３ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学部版  

卒業生の具体的な進路先は、どんなところ？ 

アマノ男鹿店 

（バックヤード等） 

由利本荘市役所 

（事務） 

卒業後は・・・ 

日赤（事務） 

秋田銀行（事務） 

アキタネット など 

愛光園、桐ヶ丘 

柏の郷、ほくと 

あきた病院 

など 

聖和、よつ葉 

ウェルビュー

いずみ 

    など 

秋田ワークセンター 

アキタネット 

潟上天王つくし苑 

ほのぼの  など 

今号では、秋田きらり支援学校開校以来の高等部卒業時の進路先についてお伝えしたいと思

います。本校の進路先は、進学や病院等、種類が多く、地域も全県に渡っているのが特徴です。 

本人の「やりたいこと」と「できること」を擦り合わせること、心身共に充実して過ごせるこ

と、家庭の状況も考え合わせることなどを大切にして、進路先を選択していけるといいですね。 

（文責：池田和） 

８月３日土曜日、学校の会議室で同窓会総会と成人を祝う会が行われました。総会では予算や活動計画などが承

認され、成人を祝う会には、同窓生や保護者、旧担任など６３名が参加し、お祝いをしました。会員が司会進行し、 

おいしい弁当やお菓子を食べながらお互いの近況や学校時代の思い出話に花が咲きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同窓会の活動と追指導について・・・卒業後も学校や社会とつながっていくために・・・ 

同窓会は規約に基づいて、「在籍したことのある者で、入会の意思を示した者を正会員とする」とあり、高等

部卒業生はほぼ入会しています。現在会員は９４名。運動会、きらり祭などの行事の案内、総会資料や会報の送

付、２０歳の年には成人を祝う会への案内状が届きます。会費は年間 1,000 円を郵便振り込みで納入します。 

また、同窓会活動とは別に、進路指導の一環として昨年度より「追指導」を行っており、卒業後３年間をめど

に、旧担任や進路指導部員らが進路先と連携を取り合っています。必要に応じ年一回程度進路先に出向いていま

す。 

同窓会総会・成人を祝う会が行われました 


